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血糖値を維持する脳の酵素を発見 

 

研究成果のポイント 

- 間脳視床下部の神経細胞にある USP2 という酵素が血糖値を正常に保つことを明らかに

した。 

- USP2 は脳への酸化ストレスを軽減することで血糖値を維持した。 

- USP2 は交感神経の活動を抑えることで血糖値を維持した。 

- 脳の USP2 を調節することで糖尿病の発症を防ぐことが期待される。 

 

研究成果の概要 

酪農学園大学 北村浩教授と藤本政毅助教、橋本茉由子学術振興会特別研究員（現、大阪大

谷大学助教）、大阪大谷大学、北海道大学の共同研究グループは、間脳視床下部の酵素が血糖

値の上昇を抑えることを明らかにしました。 

平成 28 年度の厚労省の調査では全国で 1,000 万人は糖尿病が強く疑われるとされ、さら

に 1,000 万人が糖尿病の可能性を否定できないとされます。糖尿病を制圧するためには、日

常生活で血糖値を上手にコントロールするかが大きなポイントとされます。研究グループは、

血糖調節の中枢と想定される間脳視床下部の腹内側核に USP2 の選択的な阻害剤を投薬した

ところ、血糖値が劇的に高まることを見出しました。また、USP2を阻害すると視床下部の神

経細胞内で活性酸素による酸化ストレスが増え、AMPKという別の酵素が活性化しました。結

果、交感神経が活性化し、これにより血糖値が上昇しました。つまり視床下部腹内側核の USP2

は、脳への酸化ストレスの蓄積や交感神経系の活性化を抑えることで、血糖値を正常に保つ

ことを証明しました。 

北村教授のグループは、これまでに USP2が炎症反応や精子の活動など様々な役割を果たす

ことを明らかにしてきました。血糖調節に関しては、脂肪組織や肝臓、骨格筋などの糖を貯

蔵・消費する臓器での役割を明らかにしてきましたが、今回の研究は、USP2が糖代謝の制御

中枢である脳においても重要な役割を果たすことを示したものです。 

全糖尿病患者の 9 割以上を占める 2 型糖尿病は腎不全や動脈硬化症など他の生活習慣病の

引き金となる疾患です。医学領域は元より、獣医学領域でも近年問題視されています。また

脳の酸化ストレスはアルツハイマー病やパーキンソン病など神経変性疾患への関与が示され

ています。USP2がこれら社会的問題となっている脳神経疾患の治療の標的分子となることが

期待されます。 
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